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問題は裏面にもある。すべて解答すること.

1

数列{απ}鷹1を次のように帰納的に定める。

Q=Q%‖ =硫 +:.

1.全ての自然数ηについて ,

1 
いつ α鳥<αη+1απ<】 フ

であることを示せ.

2.{αれ}准1は収束することを示し,その極限を求めよ.

2

2階の常微分方程式

"(ι

)+χ (ι)=0               (1)

を,初期条件

"(0)=-1, 
労(0)=1             (2)

のもとで解きたい。次の方針に従って解を求めよ .

1.π (t)が

πO=Σπんιん          い)

ん=0

と展開されていると仮定する.こ の展開を(1)へ代入することにより,係数{"た }稚。の間に
成 り立つべき関係式を導け .

2.1で導いた関係式を用いて係数 {πた}稚0を求めよ.さ らに求めた係数を (3)へ代入すること

により微分方程式 (1)の解を求めよ。ただし

Ⅲ… 手+i―く4「1謬
寺単_,

C?鱒 =1手 +壬 …+←ツ蒜+…

は仮定してよい .
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場合に存在するか.存在するならばそ

4

「自然現象と数学」の講義の感想,及び自然科学や工学における数学の役割等について考えを

述べよ.ま た大学における学問と学習のあるべき姿についての意見を述べよ.
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